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みなさんヘ

そんざい

みなさんは、社会の宝、生まれながらにしてかけがえのない存在であり、ー
かのうせい

人ひとりが「大いなる可能性Jをもっています。変化の激しいこれからの社会
じつげん ゆた きず

の中で、自らの可能性の実現に向けてたゆまぬ努力を重ね、豊かな人生を築く
こうけん

とともに、よりよい社会づくりに貢献できる人になってください。
ゆめ こん主ん

そのためには、自らの夢の実現をめざし、主体的に学び、困難を乗り越え、
いよく かがや

自信と意欲をもって輝く未来をきりひらいていく力(自立する力)を身につけ

ることが大切です。
ちが みと たが そんちょヲ

また、一人ひとりの違いを認め合い、お互いを尊重し、豊かな人間関係を築
かんしや ぜんあく はんだん

くとともに、命を大切にする心、人に対する感謝や思いやり、善悪の判断など
きはんいしき きょうど ほこ あいじよヲ

の規範意識、郷土に対する誇りや愛情などをもち、ともに支え合い生きていく

未来づくりに貢献する力(共に生きる力)を身につけることも大切です。

このような期待をこめて、道徳の時間をはじめとし、各教科の学習や学校生

活全体の中で、また、家庭においても活用できる道徳学習用の教材として、「三

重県心のノートJを作成しました。

教材の内容については、三重県の郷土学習用の教材「三重の文化(郷土の文
へん は ってんつ でんとう

化編)Jから、さまざまな分野の発展に尽くした人物や、自然、伝統と文化をテー
くわ

マとして取り上げました。みなさんが郷土のことを詳しく知り、郷土への誇り

をもっとともに、先人の生き方や豊かな自然、すばらしい伝統と文化について

学ぶ中で、自分の生活や体験を振り返り、毎日の生活を見つめ直し、これから

の行動や生き方について考えることができるように作成して}います。
ちいき ιz 

みなさんが、学校や家庭、地域での学習や生活の中で、|竺 重県心のノートj

を積極的に活用することを通して、自分の生き方について考えを深め、自ら道
ぬ

徳性をはぐくみ、これからの社会をたくましく生き抜いてくれることを期待し

ています。

平成 26年3月

三重県教育委員会



きそさんせん ち す い

木曽三川と治水

多くの人々に支えられ、私たちの今がある

ばんこやきちゅうこう そ もりゅうせつ

寓古焼中興の祖~森有節~
「創造jと「工夫j 伝統を未来につなぐ

ささ きのぶつな

佐佐木信網
人を思う心ふるさとを思う心

かめやまじゅく せきじゅく

亀山宿から関宿ヘ
地域に受けつがれる伝統や文化を見つめよう

もとおりのりなが

本居宣長
たゆまぬ努力で困難をのりこえる

の ろげんじよう

野呂元丈
医学の発展のために 科学の発展のために

まつおばしよう

松尾芭蕉で斗ぅ
古きよき伝統 これまでも、これからも



ぞ小学校5・6年う



感謝しそれにこたえる

社会のために進んで働く

ささ

l}j!習のめあで
4・ャ一 一-......... 
~・

きそさんせん ，昔話-- い び ながら ー ふくぎつ みだ

木曽三川とよばれる木曾川、揖斐川および長良川は、 可、って、複雑に入リ乱れ
ひがい

ていました。このため、大雨が降ると)1]から水があふれ出し、大きな被害が出て
えど いこう ちすい

いました。そこで、江戸時代以降、川の流れを整える治水工事が、何度も行われ
きつまはん ほうれき

てきました。中でも大きな第一歩といわれているのが薩摩藩による宝暦治水です。
ばくふ

当時の薩摩藩はお金のやりくりが苦しく、幕府からの命令といえども、大きな
よゅう かろうひらたゆきえ

工事ができるような余裕などありませんでした。しかし、薩摩藩家老の平田靭負の

「同じ日本に住む、困っている人を救おう」と L寸声のもと、およそ千人の藩士が
のうぴへいや

濃尾平野に向かいました。
主んこうじ

水とのたたかいは難工事の連続でした。多くの人の命が失われ、また、
ぎせい はら

費用がかかリました。多くの犠牲を払L、ながらも、工事は見事に完成し、
ほ

きばえは幕府の役人も誉めたたえるほどでした。
はな

薩摩藩士たちがふるさとから遠く離れた地で、命がけで行った治水工事は、当
ざいさん めぐあた

時の人々の命や財産を守っただけではなく、今を生きる私たちに大きな恵みを与

えています。工事にあたった人々の姿が、今も語り継がれている意味や理由につ

いて考えてみましょう。

き そさんせん ちす」、

木曽三}llど治水
のう び

木曽三川とは、濃尾平野を流れ

る木曽川、揖斐川、長良川の総称
すいItい ふく

です。全てが木曽川水系に含まれ、

濃尾三川とも呼ばれています。 か

この三本の川は、下流部で

合流・分流を繰り返し、

って、

の

で

糾
額

の

れ
巨

そ
木曽三川河口付近(桑名市提供)

オランダ人技師ヨハネス・デ-

水害を起こしていたため、

代以降何度となく改修が行われてきました。
さつまはん ほうれきちすい

有名なものは薩摩藩が行った宝暦治水と、

び

時
た

ど
戸

び

ぇ江

た

レーケらによる木曽三川分流工事です。
ばくふ ほうれき おてつだいぶしん

幕府は 1753(宝暦 3)年に薩摩藩に御手伝普請という形で
よく かろう ひらたゆきえ そうぷぎよう にんめい

翌年薩摩藩は家老の平田靭負を総奉行に任命し、藩士

江戸時代、
かわふ し ん

川普請工事を命じ、
げん はけん

を現地に派遣して工事にあたらせました(宝暦治水)。桑名市内にはその

ときの薩摩藩士の墓があります。
せい まね

1877 (明治 10)年には、明治政府によって招かれたオランダ人
こうずいたいさく わ じゅう

洪水対策・輪中

o 

木曽三川の流域で、たびたび水害が起こっていたのは、どうしてでしょうか。

ふるさとから遠く離れた場所での工事に向かうとき、平田靭負はどのようなこ

とを考えていたのでしょうか。

薩摩藩士による治水工事の様子を、当時の人々はどのような思いで見ていたでしょうか。
いれいさい

平田靭負を祭った治水神社がつくられたり、今でも毎年、薩摩藩士の慰霊祭が

行われたりしているのは、どうしてでしょうか。

明治時代に木曽三川の治水工事に携わったオランダ人技師ヨハネス・デ・レーケ

の業績について、調べてみましょう。

たくさんの人たちの苦労や努力の上に、今の私たちの生活が成り立っているこ

とについて考え、話し合いましょう。
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また、

技師ヨハネス・デ・レーケが治水工事に派遣されました。
ていぼう はい しゅう うん ぜん

堤防内の排水改良・舟運の改善を主な目的として、三川と周辺の地形を調

査し、分流計画書を作成、 1887(明治 20)年に分流工事が着工されました。

その結果、当時の最新技術に基づいた分流工事は著しい効果を挙げ、水害
ぜんかいかおく りゅうしつ げきてき

による死者、全壊家屋または流失家屋は劇的に少なくなりました。

.. 



国|量暦治永一薩摩藩士の業績-

宝暦治水

昔、木曽三川に固まれた地域は、大雨が降るたびに水害にあっていました。特に江戸時

代の慶長から宝暦にかけては、毎年川の水があふれ出し、流域に住む人々は苦しめられて

きました。

はな さつまはん

この流域の治水工事を、遠く離れた薩摩藩に命じました。当時、

幕府は、薩摩藩をたいへんおそれていました。そこで、薩摩藩の力を弱めるために、大き
ふたん

な負担となるこの工事を命じたのでした。

これに対して幕府は、

このころ、薩摩藩はお金のやりくりに大変苦しんでおり、この命令を引き受けることに
ことわ はんこう

しかし、もし断れば、幕府に反抗したとみなされ、藩
か ろ う ひ ら た ゆ き え なや

は取りつぶされることになります。薩摩藩家老の平田靭負は、苦しみ悩んだ末に、この工
けつだん

事を引き受けることを決断しました。その
か しん

時、靭負は家臣たちに「同じ日本に住む、

困っている人を救おうj

反対する意見がわき起こりました。

と語り、同意を得

たのでした。

官
睡
『

薩摩藩は平田靭負を総奉行に任命し、お

よそ千人の藩士を木曽三川流域に送って工

事に取りかかりました。水とのたたかいは
なん たびかさこう

難工事の連続でした。そのうえ度重なる洪
ぎせい

水のために工事費はふくれあがり、多くの犠牲者が出ることになりました。

|崎駅緋
l kfg;二五E
」 画
治水神社内にある薩摩義士の像

しかし、様々な苦労の末、 1755(宝暦 5)年 5月に工事が完成しました。工事中は、
いや

さまざまな嫌がらせをしていた幕府の役人も、工事が終了したときには、「日本中のどこ
すば

を探しても、この工事ほど素晴らしいものはないだろうJと誉めたたえたのでした。

せき に人 お かっぷく

平田靭負は、工事における 40万両の費用と多くの犠牲を出した全責任を負って割腹し、

s 



52歳でこの世を去りました。幕府の命令

とはいえ、ふるさとから遠く離れた地を水
あせ 主みだ

害から救った薩摩藩士たちの血と汗と涙の

結晶は、この後、流域の人々に語り継がれ

ています。

1938 (昭和 13)年には、平田靭負を祭っ
ぎふ かいづ

た治水神社(岐車県海津市)が建てられま

した。この神社では、毎年4月25日と 10
いれいさい

治水神社

月25日に、薩摩藩士の慰霊祭が行われています。

きそさんせんかこうふきん

マミぜで・
金..1.... 
・:.4/~

0味噌ぜ1.、，../.. 円.1量・''''''叫。、aポG
.1l.rJ"!τ 

当時の木曽三川河口付近の地図(桑名市提供)

P1の写真と見比べてみましょう。

ほうれきちすい

感謝しそれにこたえる

社会のために進んで働く

ひらたゆきえ

平田靭負の像(海蔵寺提供)

宝暦治水工事の様子(常音寺提供)

.. 
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(;fんこやきちゅうこう そ もリゅうせつ

高古焼中興の祖~森有節~
もりゅうせっ とだ ぱ人 こ やきさいこう ぞうけいせい

森有節は、一時途絶えた寓古焼を再興した人物です。有節の作品は、造形が精
こう さ〈ら ゅうやく

巧で、桜色の粕薬(うわぐすリ)による見事な色彩が特徴です。有節は、特殊な
きゅうす せいさく どくじ あざ

木型による急須の製作方法を独自に開発し、鮮やかな桜色の粕薬の開発にも 日本
かいそ ぬなみろうざん

で初めて成功しています。寓古焼の名のいわれは、開祖である沼波弄山が、その
こうせいなが ふえき

作品が後世まで永〈伝わるようにと、「薫古不易(円、つまでもかわらない」とい

う意味)J という印をおしたことによります。有節は、弄山の孫のもとを何度も

訪ね、作品に 「高古」の文字を使用することを許されます。有節は、「高古Jの

印のそばに「有節」の印をおしていますが、これは、単に「高古」印をおすので
わけ

は申し訳ないという思いによるものとも言われています。
そうぞう

有節が高古焼を起こした弄山に抱いていた気持ちゃ、新たな創造や工夫を重ね、

高古焼を再興した有節の意志の強さや生き方について考え、話し合ってみましょう。

紫泥の急須や土鍋など、高古焼は、四日市市の地場産業として有名です。
まっしょう くわな ごうしようぬなみろうざん え ど げんぶん

その発祥は、桑名の豪商沼波弄山が江戸時代の元文年間(1736-1740) 
おぶけ かま

に朝日町の小向に窯を開いたことにさかのぼります。弄山の没後、高古焼
せんLゆヲ

は一時途絶えましたが、桑名の田町に生まれた森有節が、弟千秋とともに
めんたに てん11う

小向の名谷に窯を開き、 1832(天保3)年、高古焼を再興しました。
せいけい とくしゆ かのう

有節は、急須の成形に特殊な木型を使用し、量産を可能としました。急、
もんよう きざ

須の内部には龍が浮き出るように木型にその文様を刻みました。
あざ さ〈ら ゅうやく

また、鮮やかな桜色の紬薬の開発にも日本で初めて成功し、 世の喝采を

浴びました。
ぎょうせき

これらの業績により、有節のっくり出した寓古は「有節寓古」

として、その名は現在でも語り継がれています。

と呼ばれ、

森有節が新たに開発した菖古の技術は、どのようなもので、しょうか。

森有節は、一時途絶えた寓古焼を、どのような思いで再興したのでしょうか。

森有節は、沼波弄山にどのような思いを抱いていたのでしょうか。

森有節は、自分の作晶に、どのような気持ちをこめて、「菖古jの印をおしたの

でしょうか。

森有節が新たに技術を開発し、創造や工夫を重ねた理由を考え、森有節の生き

方について話し合ってみましょう。

自分たちの地域に伝わる、薯古焼のような伝統工芸品について調べてみましょう。
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「寓古焼中興の祖J

‘ョ・

有節作の酒器(朝日町歴史博物館委託資料)森有節(朝日町歴史博物館寄託資料)

o 
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国 |森舗の業績

森有節

すた

森有節(1808~ 82年)は、長らく廃れていた
ばんこ お せんLゅう ふつこう

高古焼を惜しみ、弟・千秋とともに、その復興に

力を注ぎました。
こうきしん

好奇心のとても強い人で、 ランプなど新しいも

のをいち早く購入したということです。
せいかく

こうした性格は、作品を作る上で大いに発揮さ
とうき はくぶつ

れたことでしょう。また、陶器だけでなく、博物
は ちしき きょうよう じん

学を研究するなど、幅広い知識を持つ教養人とし

ての一面を持ち合わせていました。

〔森¥有笥φ作品t

しょうえん じゅうか し さ

醒l燕脂柚菓子器(朝日町歴史博物館蔵)

、

森有節(個人提供)

いろえあきくさI!なもんきゅフす

色絵秋草花文急須
(公益財団法人岡田文化財団パラミタミュージ、アム蔵)

ゅうやく なんさいよ

森有節が絵付けの時に使った柚薬(うわぐすり)は軟彩と呼ばれるもので、有節はこの

柚薬を重ねて盛絵の技法で彩色しました。
Lょヮ えんじゅう

腫臆脂柚(左上の作品に使用)は、有節の作品にみられる特徴のある桜色の柚薬で、軟
くしん

彩の一種です。 この色を出すには、原料をかきまぜるための時聞がかかり、特に苦心した

と伝えられています。
うす こ もよう

薄い腫腕脂柚の上に、濃い腫聴脂柏で模様を描くのは、有節の得意とした技法です。



〔議う須の製作方法】

ゅうせっ ちょうちん

有節が提灯を作る型からヒントを得て作り出 し

た急須の製作方法は、 「木型」を使ったものです。

木型の上から土をかぶせて形を作った後に、い

くつかに分解して木型を取り出す仕組みになって

います。
うす

この急須は薄く軽いものに仕上がり、同じ型のも

のが大量生産できるという利点がありました。
ほ りゅフ もんよう

さらに、木型の表面に彫られた龍の文様が急須

の内側に現れるようになっていたり、手の先に付
かざ

けられたリング状の飾りや、つまみの部分がまわ

るようになったものなど、画期的なものでした。

『復興寓古一有節が求めたもの-j(朝日町歴史博物館)

から作成
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木型 (分解したもの)

木型 (組み立てたもの)

:治緩一語前から森有節謡古本語.
こうせい なが

寓古焼という名称は、沼波弄山が、その作品が後世まで永く伝わるようにと、 [寓古不易J

という印をおしたことに由来します。有節は弄山の孫へ、自分の製作した陶器に 「寓古J
たず

の印をおす許しをもらうため何度も訪ねました。この時、単に 「菖古j印をおすのでは申
わけ せけん にせものかんちが

し訳なく、また、世間の人々も偽物と勘違いするので、そば

に 「有節Jの印をおすことを望んだということです。

これにより 「寓古jの文字を使用することが許されました
あた

が、弄山が用いた印は与えられなかったということです。

三重県県史編纂グループWebページから作成

「寓古不易jの印

(朝日町歴史博物館提供)

.. 
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佐佐木信網
ささきのぷっと= さい わか ち〈はく おこ きかんし

佐佐木信網は、28歳という若さで竹柏会と L寸短歌の会を興して機関誌 『心の
そうかん すその まんようしゅヮ げん

花Jを創刊し和歌の世界の裾野を広げた人物です。また、万葉集の時代から現

代にいたる和歌の歴史についての研究者としても知られています。
ちよめい かじん ふく もん

信綱は生涯を通して数多く の歌を残しています。著名な歌人を含む、 多く の門
じん ひと

人を育てた信綱の人がらは、次のような信綱の作品からもしのばれます。
わ うれい かどとわ

「願は くは われ春風に 身をなして 憂ひある人の 門を訪はばや」

「白雲は空に浮かべ リ 谷川の石みな石の おのづからなる」

また、信網は、北海道から九州11こ至る日本中の校歌の作詞を手がけました。三

重県の学校でも 、多く の校歌を残 しています。
か人しゃ

信網の残 した歌やエピソードから、ふるさとを思い、感謝する気持ちを持ち続

けた信網の生き方について考えてみましょう 。

川註や究研の学蚊

切
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出

川
集

め
葉払万

「佐佐木jは、

すずか いしゃくし かじん こくぶんがく

鈴鹿市石薬師町出身の歌人・国文学者で、
しゃ〈ふっ こく っ

釈、復刻にも力を尽くした人物が佐佐木信網です。
めいし

中国で名刺を作った時に、印刷の字に本来の 「々 Jが無かったことによる

もので、以後好んで使うようになったといわれています。
ひろつな

1872 (明治 5)年、歌人佐々木弘綱の長男として生まれた信綱は、父
ていこく

の教えを受け 5歳から作歌を始め、帝国大学文学部を卒業後、
ょう がい まんようこしゃほん ふくせい こうほん

と研究を生涯の目標とし、万葉古写本の発見複製、 『校本万葉集J
こうせき

などに大きな功績を残しました。主な著書に 『日本歌学全書jr和歌史の

自ら主宰

また、

作

川
集

実

叫編

の

の

歌和

研 究jr万葉集事典Jや、
ちくはく きかんし

した竹柏会の機関誌 『心の花Jや
おもUくさ しんげつ

歌集 『思草jr新月』などがあります。
もんかせい

門下生からも有名な歌人

が出るなど、東京大学でも 26年間

にわたり歌学史などを教えました。 佐佐木信綱は、どのような仕事を行ったで、しょうか。

佐佐木信綱は、どのような人がらた、ったので、しょうか。上の[願はくは…J、「白

雲は…Jの2つの歌に込められた気持ちゃ願いをもとに話し合ってみましょう。

2 
佐佐木信綱

佐佐木信綱は、どのような思いを込めて三重県の学校の校歌をつくったのでしょ3 

うか。

ふるさとを思い、感謝する気持ちを持ち続けた佐佐木信綱の生き方について、

どのように思いましたか。話し合ってみましょう。
いき け向いじゅっ かつやく

自分たちの住む地域で、文学や芸術の分野で活躍した人物について調べてみま

しよう。

4 

5 

1934(昭和 9)年帝国学士院会員
くん

に、 1937(昭和 12)年には文化勲

章を受章し、帝国芸術院会員となり

ました。
せいか りんせつ

現在、生家は隣接する佐佐木信網
し りょう あわ

資料館と併せて、佐佐木信網記念館

となっています。

ID) 

佐佐木信網資料館(鈴鹿市提供)
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園 |佐佐木信網の作品について

「私は春風になろうJ

そう強く願った 28歳の男の人がいました。

佐佐木信網です。1896(明治 29)年、竹柏会

という短歌の会をスタートさせました。

その第 l回大会は 1899(明治32)年4月6日、
とう きょっ にほんばし

場所は東京日本橋の会場です。信網は 180名を
み

上まわる人々の前で、静かに、けれど自信に満

よ 第 1回竹相会で歌を諒む信綱を描いた絵
ちた顔で、出発の歌を詠み上げました。

碩はくは われ春風占ぷ 身をな Lて

憂ある人の 門を訪はばや
主や

《願いがかなうなら、私は暖かく野を吹く春風になりたい。そして J悩みや心配ごと
たず な作 はげ

を持っている人々を訪ねては、慰めたり励ましたりしてあげたい》という歌です。

信網は、歌を詠みながら、ふるさとの山や川、今は亡き父のことを思い出していました。
なつ かんしや むね

懐かしさと感謝の気持ちで、胸がいっぱいになりました。

8 ;t:t乏いく千方の 十い Lて

令っか Lさかも 「ふるさど」どいふは
せんまん

《いく千万もある日本語の中で「ふるさと」という言葉ほど、私の心にひびいてく

るものはない。》という歌です。
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《ふるさとの鈴鹿の山の頂に秋の雲がかかっている。今ここからじっと仰ぎ見て

いると、心にじんとくるものがある。それは幼いとき父に教わった日々である。》

という歌です。

のぶつ主

信網の歌は「春風Jのように人の心を慰め、励ますものでした。

信綱は書いています。
その

「歌は、心の花で、ある。 花なき園はさびしい。歌なき人生はさびしい。J

j
(
 

宮
廷
で
あ
ろ

また、歌を作る心構えとして「ひろく、ふかく、

という言葉をかかげました。おのがじしに]

歌にする題材を「ひろく j目を開いて求め、

そして他人のまね

というでなく、自分自身の歌を作りなさい、

ことではないでしょうか。

それを「ふかく j見つめ、

信綱が歌を作る心構えとした
「ひろく、 Jj¥力、く、おのが、じしにj

湯の山には、次のような歌碑があります。

空い浮かべ 'J ふけ!の

おのづ‘からなるのァ々

ー
を

ふ
ea

み

り白

石

《白い雲は、ゆったり浮かんで、いる。谷川にある、石、石、石、それぞれはみなそ

れぞれの姿をしている。》という歌です。

lfJ 

け人Lょう

出典 :I春風になろうJ(佐佐木信綱顕彰会)
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地域に受けつがれる伝統や文化を見勺iめよ
ちゆっせい じぞういん もんぜんまち

中世の頃には地蔵院の門前町が形成され、次第に宿場町が整備されてい

きました。現在のような町並みの基礎が築かれたのは、 1583(天正 11)
ど やまと

年に中町が整備された頃だと考えられています。江戸時代には大和街道と
せベっ ぷんき しゅ〈ばまち さんきんこうたい いせまい

伊勢別街道が分岐する宿場町となり、参勤交代や伊勢参りなどの人々で栄
てんぼう

えました。江戸時代末の 1843(天保 14)年には、戸数 632戸・人口

1942人を数えました。
や ま さいせいき せませき じゅく

山車がひき出される夏祭りもよく知られ、最盛期には狭い関宿いっぱい
せき やま

に 16基もの山車がねり、限界を表す「関の山」

という言葉が生まれました。

関宿は、旧東海道の中で唯一歴史的な町並みが
じゅつ ようでん

残ることから、 1984(昭和 59)年、国の重要伝
とうてきけんぞうぶつくんほぞんち く

統的建造物群保存地区に選定されました。その保

存とともに、歴史的な町並みの特性を活かした新

しい町づくりに取り組んでいるところです。

かめやまじゅ( せきじゅ(

亀山宿から関宿へ

亀山・関は古代から畿内と東国を結ぶ交通の要
ど かいどう とうかいどうせいび

所で、江戸時代には街道としての東海道が整備さ

在、市内には亀山宿、関宿、坂下宿の 3つの宿場 亀山城の型

町がありました。現在も鉄道や国道、高速道路の (亀山市歴史博物館提供)
ぷんき て ん

分岐点として重要な役割を果たしています。
ぷんめい

1482 (文明 14)年に書かれた文書に「亀山jという文字が見られるこ

とから、 15世紀の終わりには町が成立していたようです。江戸時代には
じょうか ろしんあん さかえまち きょうくちもん にしまち

亀山城下を含めて、露心庵(今の栄町)から京口門(今の西町)までの約

2.5kmの範囲が宿場町として発展しました。
わかやま

亀山城は、 1265(文永 2)年には今の若山町にあり、現在の場所には
せきしきず てん しょう ほん

16世紀中頃に関氏が築いたといわれています。 1582(天正 10)年の本
のうじ へん おだのぷなが じがい たいとう はしばひでよし とよとみ

能寺の変で織田信長が自害した後、台頭した羽柴秀吉(後の豊臣秀吉)と
せんごくだいみよう せい りよ く

秀吉に反対する戦国大名たちの勢力争いに、関氏をはじめ北勢地方の領主

や武士たちも巻き込まれました。 1583(天正 11)年2月、羽柴秀吉は 3
くんぜいひき あんらくとつIf せきすいけい みねじよう

万の軍勢を率いて、安楽峠(石水渓上流部)を越えて、亀山城、峯城(今
かわさき せ たんぱ

の川崎町)などを攻めました。江戸時代になると、丹波亀山城とまちがえ
てんしゅ こわ

られて天守が取り壊わされたといわれています。しかし、交通の要所であっ
とくがわいえやす ひでただ いえみっ しょう くん じようらく

たため、徳川家康や秀忠、家光など将軍が上洛する際の宿となり、その城

主の多くは譜代大名がつとめました。
たもんやぐら ゆいいつ じょうかくけんちく

多聞櫓は県内唯一の現存する城郭建築であり、亀山西小学校の北にはこ
のまるきたうずみもん おぴぐるわ ふくげん

之丸北埋門と帯曲輸が復元されています。また、亀山市歴史博物館にある

模型からも、当時の亀山の様子がよくわかります。
さんげん すずかのせき

関には、古代三関のひとつ「鈴鹿関jが置かれていました。鈴鹿関が歴
じんしん えんりゃく かんむ

史に登場するのは 672年の壬申の乱の頃で、 789(延暦8)年、桓武天皇
せきちょうしんじよ

によって廃止されました。その場所は関町新所とする説が有力で、2006(平

成 18)年、西の城壁と見られる築地が発見されました。

苦手習のめ~で
-・ ... ‘ 

司.

つ

関町中町の町並み

(亀山市教育委員会提供)

かめやま じゅ〈 ょうしよ

亀山宿と関宿は、古 くから交通の要所として栄え、現在も鉄道や国道、高速道

路の分岐点として重要な役割を果たしている亀山市にあリます。
じよう たもんやぐら げんそん じょうかくけんちく

亀山城の多聞櫓は県内唯一の現存する城郭建築であリ、亀山市歴史博物館にあ

る模型とともに当時の亀山の様子がよくわかるものが残っています。

関宿は、五十三ある東海道の宿場の中で、唯一、町全体が残っている宿場であリ、

町並みを保存しようという動きが住民から生まれ、行政とともに歴史的な町並み

の再現や保存に努めています。

昔の様子を残す町並みを大切に守リ 、それを受けついできた地域の人々の取り組

みから、伝統や文化を守ることの大切さや難しさなどについて考えてみましょう。

また、自分たちの住んでいる町や地域について調べ、自然や伝統・文化のもつ

意味やよさについて話し合ってみましょう 。

OJ ID 
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かめやま じゅく せきじゅく

1 亀山宿や関宿には、どのようなものが残っているのでしょうか。
まちな

2 関に住む人々が、関宿の町並みを守る活動に取り組もうとしたのはなぜでしょうか。

3 古い町並みを守る活動について、どのように思いましたか。話し合ってみましょう。
でんとう

4 人々が伝統や文化を守り、受けついでいこうとするのはなぜでしょうか。また、

こうした活動をする上での課題について話し合ってみましょう。
ちいき

5 自分たちが住んでいる地域で、受けっさ¥残していきたいものは何でしょうか。

話し合ってみましょう。

6 自分たちが住んでいる地域で、郷土の自然や伝統・文化を守る地域の取り組み

について調べてみましょう。

国 |関宿~町並み保詳の取り組み~

関宿の古い町並み

関宿は、 東海道で昔の様子を一番よく 残している宿場だと

教わって、はるかさんたちはさ っそく見学に行きました。

そして、ほかの町にはないものや、ほかの町とちがうこと

をたくさん見つけました。 玉屋資料館(右手前)と町並み
たまや

その後、玉屋資料館でお話をくわしく聞かせてもらいました。

五十三ある東海道の宿場の中で、 今も町全体が残っているのは関宿だけなのでとても貴

重です。
ほぞん

大切な町並みを保存しよ うという運動が町民から生まれ、
ょうでんとうてきけんぞうぶつぞん

1984 (昭和 59)年に国の重

要伝統的建造物群保存地区に選ばれました。

F 
-重要伝統的建造物群保存地区・

、
昔の様子がよく分かる集落や町並みの中で、文化庁が特に重要だと選んで保存している地区のこ

とです。全国で 80地区以上が選ばれていて、三重県では関宿だけです。
4 
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せきじゅ〈

資料館で、出会った関宿のボランティアガイドさんは、次のようなお話をしてくださいま

した。

v 
・ボランティアガイドさんのお話

可

くふう

関宿の町並みには、ここでくらしていた人たちの知恵や工夫がたくさん残っています。

わたしたちは、その知恵、や工夫を大切にしながら、この町でくらしています。
ぶんかざい

この町並みが国の文化財になってからは、町の人たちも知恵をしぼり、みんなで協力しながら、

もっともっといい町になるように努力しています。

古くなった家を直したり、昔の町並みに近づけるために町全体の様子を工夫したりしました。町

並みの見学に来てくれた人のために、休憩する所やトイレなども作りました。多くの人が集まり、

町の人が元気になるようなイベン トも考えています。

わたしがガイドをしているのも、この町のよさをたくさんの人に知ってもらいたいからです。

みんなで 25年聞がんばってきたことで、町に

来てくれる人や、町で仕事をしたいと思う人がど

んどんふえてきています。何より町の人が、この

町並みをほこりに思えるようになってきたのがう

れしいです。

ぜひみなさんも、この大切な町並みを守ってい
さんか

くことに、これから参加してください。

h 

25年以上も、
そうだん

みんなで相談しながら、
ほぞん

町並みを保存してきた

なんてすごいね。
ム

4 

だんだんにぎやかに

なってきたのはいいけど、
ふベん

町の人の生活に不便は

ないの力、な。

これからわたしたちが

住む町を、どんな町に

していこうかな。

[わたしたちの亀山市J(亀山市教育委員会)から作成

OJ 
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たゆま努方;℃ 函襲佐をの;りこえる
本居室長

ひとよ

てくれれば答えてあげようと約束してくれます。「松阪の一夜jとよばれ

まっさかほんまち えどたな

本居宣長は、 1730(享保 15)年5月7日、松阪本町の江戸庖持ち商人、

のりながまぶちでし きび

るこのただ一度の出会いを機に宣長は真淵の弟子となり、その厳しい指導を

受けながら、 『古事記』の注釈書 『古事記伝』の執筆に取りかかったのです。

になろうと謡蔀ヘ旅立ちます。京都では、医学書を読むために、まず、{需与

を学び、次に医学を学びます。またひとりで、日本の古典や和歌も勉強し

ました。

28歳で松阪に帰り医者を開業した宣長は、そのかたわら松阪の歌会に

ぽうとう あめっち

『古事記Jの冒頭の「天地」という字はどのように読むのか。古代の人

は「神」をどんなふうに考えていたのか。 『古事記』に登場するイルカ、

クラゲ、またタニグクとはどんな生きものか。次々に出てくる疑問を一つ
か かいめい

一つ丁寧に、時には街道を往き来する旅人の知恵を借りながら、解明して

いったのです。

小津定利の子どもとして生まれました。 11歳のとき、父が江戸で病気の

ためなくなり、この後、宣長を含む家族5人は、魚町に移り住みました。
すす

語いがあまり得意で、なかった宣長は、 23歳のとき、母の勧めもあり医者

ひみつ

や 『源氏物語』が人を感動させる秘密は、人は「もののあはれを知るJ心

かん さい しっ

努力が実り 『古事記伝J全 44巻が完成したのは、 69歳の夏でした。執
ぴっ

筆開始から 35年がたっていました。 21世紀になった現在でも本書は、 『古

事記』を読む時の基本書として、また日本古典研究の方法を確立した書と

して、高く評価されています。
すず やまれら

宣長は、鈴と山桜をこよなく愛し

げんじ

参加し、会員たちに 『源氏物語』を講義しました。そんな中で宣長は、歌

ちんちゃ〈

いいます。(当時、特に男性は、冷静沈着でなければならないとされてい
しょうめい

ました。)ここに日本人の心の特徴があると考えた宣長は、それを証明し

ようと、現存最古の歴史書 『古事記j(712年成立)の解読を思い立ちます。

ところが、漢字ばかりで書かれた 『古事記』は難しく歯が立ちません。

ました。研究で疲れたとき、鈴の音
いや

を楽しむことで、心を癒し、自宅の二
しよさ い すずのや

階の書斎を鈴屋と名付けました。(後

に、宣長の家そのものを言うように
との

なりました。)この建物は松阪市殿

r
人
Aγ

・4

・

7
・

4
H

うれ

を持っているからだと考えました。「もののあはれjとは、嬉しいこと、
びんかん ゆ

悲しいこと、また四季の移り変わりなど、物の変化に敏感に揺れ動く心を

本居宣長六十一歳自画自賛像

(本居宣長記念館提供)

つうかん

自分の勉強不足を痛感する宣長の前に現れたのが、江戸の国学者・賀茂真
ぷち

淵でした。国学とは、日本固有の文化や思想、を、古典や歴史、また言葉の

研究で明らかにする学問です。

町の松阪公園内に移築されていて、

本居宣長記念館の横にあり、見学す
やまu'ろやま

ることができます。また、山室山に
ほうれき と しんじよう や

1763 (宝暦 13)年5月25日、真淵が泊まっていた松阪の旅館新上屋
たず 1 ぱ

を訪ねた宣長に、真淵は、 『古事記』に注目したことは素晴らしいとほめて、
なんかい まんようしゅう

「難解なこの本を読むためには、まず 『万葉集Jから勉強をしなさい。学
ていねい と きと

聞は基礎が大事だ。jと丁寧に説き諭し、わからないことは手紙で質問し

ある奥墓には、山桜が植えられてい

ます。

m m 
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岩手習のめあで
'~ 

もとおりのりなが きょっ と

本居宣長は、京都で医者になるための勉強をする中で、たくさんの人の教えを
きょうみ こ きょう

うけながら、興味のあることに出会いました。故郷に戻ってから、医者を開業す
こてん

るかたわら、京都で学習した古典を人々に伝えていました。そこで、日本人の心

の特徴を知ろうと 『古事記Jの研究に取リかかりました。『古事記Jとは、今か

ら約 1300年前にまとめられた、現在伝わっているなかで一番古い日本の歴史書

です。宣長は、 『古事記Jの最初にある、ニ字の漢字の読みを調べるのに 5年近

くもかかリました。そうした努力の末に、35年かけて 『古事記伝』を完成するこ

とができました。

本居宣長は、なぜこれほどの長い期間をかけて 『古事記Jを研究しようとした
こくがく かものまぷち

のでしょうか。国学の研究者である賀茂真淵との出会いや宣長の著した 『うひ山
しせい

ぶみ』を参考にして、宣長の学問に対する考え方や姿勢について考え、話し合っ

てみましょう。
ゆめ

また、これまでの自分の取リ組みを振り返リ、これからの生活でめざしたい夢

や目標の実現に向けてどう取り組んだらよいか考えてみましょう。

1 本居宣長が研究した 『古事記Jとは、どのような本でしょうか。

2 本居宣長はどうして 35年という長い間、難しい 『古事記』の解読に立ち向かっ

たのでしょうか。

3 賀茂真淵は、本居宣長と初めて松阪で会ったとき、宣長に 『古事記』の研究に

ついてどのように話したのでしょうか。

4 本居宣長は学問についてどのような考え方をもっていたので、しょうか。資料の

『うひ山ぶみJを読んで、考えてみましょう。

5 自分のこれまで、の生活を振り返り、自分で立てた目標をやりとげた経験につい

て話し合ってみましょう。
じっげん

6 夢や目標を実現するためには何が必要か、考えてみましょう。
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「松阪の一夜」
まぷち

宣長は真淵先生に

rr古事記』の研究をしたいと思っております。それについて何かご注意をくださること

はございませんか。」

と話しました。すると、真淵はこう語りました。

「それはょいところにお気づきです。私も実は早くから 『古事記』を研究したい考えは
まんよう Lゆっ

あったのですが、それには、 『万葉集』を調べておくことが大切だと思って、その方

の研究に取りかかったのです。ところが、いつの聞にか年を とってしま って、 『古事記J

に手をのばすことができなくなりました。あなたはまだお若いから、しっかり努力な
たいせい

さったら、きっとこの研究を大成することができましょう。ただ注意しなければなら

ないのは、順序正しく進むということです。これは、学問の研究には特に必要ですから、

まず土台を作って、それから一歩一歩高く登り、最後の目的を達するようになさい。j

宣長が真淵に会ったのは、生涯のうちこの一度だけでした。 しかし、宣長はこの時の真

淵の教えを忠実に守り、 35年の問努力に努力を続けて、ついに 『古事記』の研究を大成し
だいちょじゅつ

ました。有名な 『古事記伝』 という大著述は、この研究の結果です。今から 250余年前
Lんじよう や あんどん

の 5月 25日の夜、新上屋の行灯は、その光の下に語った老学者と若者を照らしました。
ともLび ふめつ

しかも、そのほの暗い灯火は、わが国の学問の上に不滅の光を放っています。
いじん

『本居宣長 郷土の偉人を知る①.1(松阪市教育委員会)から作成

， 
・ 『うひ山ぶみJの一部より

可

ニた は{ずっと けいぞく

「学問というのは、ただ年月長く倦ず怠らず、励み努めること。つまり継続が大事で、、方法はた

いした問題ではない。どれだけ方法が立派でも、怠けて努力しなければ、成果を得ることは出来な
さいのう

い。また、才能の有る無しで、成果に差は出てくるが、才能の有無は生まれっきのことだから、人

の力ではどうにもならない。だけどほとんどの場合、才能のない人であっても、怠けないで努力す
おそ

れば、それだけの成果はあるものだ。また、学び始めるのが遅かった人でも、努力すれば、予想を
‘そが ひま

上回る成果を上げることもある。忙しい人も、かえって暇な人よりも成果を上げることがあるもの

だ。結局は、才能がないとか、学び始めるのが遅いからとか、忙しいと理由をつけてあきらめては
け人めい

いけない。とにもかくにも一生懸命努力すれば、出来るものだと考えたほうがいい。 何でも途中で
どんねん たいてき

断念するのは学問の大敵である。J rうひ山ぶみj(現代語訳)

(※ 『うひ山ぶみ』・・・本居宣長が研究の心構えや態度についてわかりやすく著した国学の入門書)

「宣長ってどんなひと ?J (公益財団法人 鈴屋遺蹟保存会 本居宣長記念館)、ほかから作成

m 
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撃替のめあで野呂元丈
さいせんたん

蒔色完実は、20歳のころ、京都に出て、当時最先端の医学を学びま した。 また、
ぞうがく

医学に役立つ本草学も学び、熱心に研究に取り組みま した。その後、 医者や本草
かつやく そうもく たず きょうけん

学者として活躍し、薬として効果がある草木を求めて 日本各地を訪ねたり、狂犬
あらわ すく ぎょうせき

議に関する医学専門書を著すなと侵れた業績を残しました。
Ld('λよしむね しよみん じつがく

時の将軍吉宗は、.ぷ 民の生活の向上につながる実学を重課ふやそのため宏子哲

学の知識や技術の導入を進めようとしていました。吉宗は儒学者であった青木昆
あま さいドコ

援と元丈に、オラ ンダ語の省議を命じました。元丈は 10年余リの歳hをかけて
ι ゼ う げ あらわ らんがく

『阿簡陀本草和解』 を著し青木昆陽とともに、日本における蘭学研究の始ま り

の人物とも言われています。

江戸時代に、元丈ら本草学者によって積み上げられた 日本本草学の成果は、そ

の後、 生物学、薬学という名の学問に吸収されましたが、明治以降の日本の研究

に役立ったとされています。
ほんやく

企画をしていた 日本において、苦労して翻訳作業を行った元丈の業績について
はってん

話し合っ てみまし ょう。また、我が国の科学・技術などの発展につ くした、元丈

の生き方について考えてみま しょう。

ど ほんぞうがく やくそうきほん

江戸時代、本草学という学問がありました。本草学とは薬草を基本とし
じゅもく こうぶっ てんねんぶつ ぶんぷせいたい

て、樹木・鉱物・動物など天然物全体にわたり種類・性質・分布や生態を

記載する学問である博物学の基礎となったものです。本草学は、研究し、
しよみん

庶民の生活に役立つ学問として、なくてはならないものでした。
き しゅう はんしゅとくがわよ Ltrね しよう くん ぷ げい じつがく じっせん

紀州藩主徳川吉宗が八代将軍になり、武芸と実学(実践で役立つ学問)
しょうれい たきちょっ は た せ ばくふ

が奨励されるようになると、多気町波多瀬出身の野呂元丈が幕府に取り立
かか ほんぞうがくし ゃ かっゃく

てられました。元丈は、幕府お抱えの本草学者として活躍しました。元丈
、しゅう そうもく

は仲間と一緒に全国各地ヘ薬草採集の旅を続け、草木を研究しました。元

丈は医者でもあったので、病人にとっての薬草の必要性を十分に理解して
きょうけんびょう ち りょうほう

日本最初の狂犬病に関する治療法を説いた医学専門書

おめみえ にんよう

元丈は御目見医師(将軍に直接会える医師)に任用され、

また、いたのです。

を著しました。

47歳の時に、

m 

-
野目元丈は、どのような学問や仕事をしていたのでしょうか。

野呂元丈が、将軍吉宗から青木毘陽とともにオランダ語の習得を命じられたの

はなぜでしょうか。

医者であった野目元丈が、本草学や蘭学を学んだのはなぜでしょうか。

長い時間をかけて医学や科学の発展につくした野呂元丈の生き方について、ど

のように思いましたか。話し合ってみましょう。
げんざい

本草学のように、現在の学問や科学・技術などに生かされている、先人の業績

について調べてみましょう。

2 

3 

4 

5 
野自元丈(多気町教育委員会提供)

幕府の中で安定した地位を得ました。

将軍吉宗は西洋の学問に着目し

ますが、当時、江戸にはオランダ

語を理解する幕府の役人はいませ
あおきこん

んでした。そこで吉宗は、青木毘

陽と元丈にオランダ語の習得を命

の

いい蘭

問

の
学

本
の

日

洋

が
西

れ

は

こ

人二じています。

た

す
し

で
ま

り

し

ま

を

始

究

の
研

料学
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国|野呂元文の業績

らんがく めば

蘭学の芽生え

当初は貿易に限られていた交流も、しだいに知的な方面に進みました。オランダ船で輸
しょせき

入されたものには、オランダ語の書籍もありました。これを通じて江戸時代の日本人は、
がくじゅつ らんがく

西洋の学術 「蘭学」を学ぶことになります。
めば しょうくんと くがわよしむね きょっほう きんしよれい

蘭学の芽生えは 8代将軍徳川吉宗の時代です。1720(事保 5)年禁書令をゆるめてキ
みと げんぶん あおきこんよう

リスト教に関係のない書物の輸入を認め、 1740(元文 5)年ころから青木毘陽、野呂元
ちしき

丈にオランダ語を学ばせるなど、海外知識を積極的に取り入れようとしました。
まんじ そうもくし かんぶん

これより先、 1659(万治 2)年にドドネウスの 『草木誌』、1663(寛文 3)年にヨン
どうぶつずせっ Lよヲカ、んちょう けんじょっ ヵ、いどく むな

ストンの 『動物図説』が商館長から献上されていましたが、解読できる人がおらず、空し
ぱく」、ぷんこねむ ほんやく

く幕府の文庫に眠っていました。吉宗はこれにも関心を示し、翻訳を命じました。野呂元

丈がオランダ人に質問し解読を試みた成果は、 『阿蘭陀本草和解』などとして残っています。
えいきょヲ あた

この両書が、わが国の学術に広く 影響を与えた最初の洋書といえます。特に 『草木誌Jは、
ほんぞう

西洋植物学書の代表と して、日本の本草・ 博物学にも大きな影響を及ぼしました。

そうもく し ずはん もしψ

ドドネウス 『草木誌』図版の模写
わらんほんそ'う わ げ

「ド 〉二ウス和蘭本草和解J

'"牛、

J

4

v

M

刊品

:fI..' 

国立国会図書館Webページから作成

m 
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国立国会図書館Webページから作成

らんがく せんくしゃ のろげんじよう

薦学の先駆者・野呂元丈

わやくほん おらんだきんじゅうちゅうぎょずわ

元丈は、 まず手始めに ヨンス トンが著した 『動物図説Jの和訳本 『阿蘭陀禽獣虫魚図和
あま さいげっ しゅちょ おらんだほんぞうわげ

解Jをまとめ、その後十年余りの歳月をかけて主著 『阿蘭陀本草和解』を著しました。また、
ちょうせんじんひつだん ちょじゅつ ばくふ よりあいい

その聞にも薬草研究や 『朝鮮人筆談J等の著述を残し、一方で幕府の医官としては寄合医

師二百石取り に昇格しています。

fB 

せいわ

出典:rわたしたちのふるさと勢和J(勢和村)



でんとう

まつお ば Lょう

松尾芭蕉

俳句といえば、日本だけでなく世界でも有名な松尾

芭蕉は、伊賀を代表する人物の一人です。伊賀市では、
めいにち はいせいでん

毎年芭蕉の命日である 10月 12日に俳聖殿(俳聖と
はいかいせいじん せいたん

は俳諮の聖人という意昧で、芭蕉の生誕 300年を記
たびすがた 松尾百蕉

念して建設された、芭蕉の旅姿をあらわした建物)に (財団法人吉蕉翁顕彰会提供)

おいて芭蕉祭を開催しています。また、この芭蕉祭に
けんしょう ぼしゅう

あわせて顕彰俳句の募集を行っており、毎年小中学生も俳句をつくるなど

市民の多くが俳句に親しんで、います。
ど はいかいし Lょうふう

松尾芭蕉は、江戸時代前期の俳譜師で、蕉風俳譜という独自の俳諮を確
れんが

立させた人物です。俳譜とは、室町時代に始まった伝統的な連歌を、人々
みよ

が日常使用している言葉を使いこっけい昧を加えて詠むもので、季語を入
わきく

れた 17字 (5・7. 5字)の発句で始め、 14字(7・7字)の脇句をつ

け、さらに第三句、第四句と連ねていくものです。この発句が明治時代に

俳句と呼ばれるようになりました。また、俳諮師とは、俳譜をつくること
せんもん

を専門とする人のことで、俳譜を人々に教える人でもありました。そのた
もんじん

め、芭蕉には各地に門人がおり、芭蕉と旅をともにしたり、句会の助けを
さんぷう きょらい きより〈

したりする人でもありました。杉風、去来、許六などは、その代表的な門

人です。
よ ぎ え も ん

松尾芭蕉は、 1644(正保元)年に、松尾与左衛門の二男として伊賀に
さい とうどうはんいがのくにきむらいだいしょっ ょしただ つか ころ

生まれました。 19歳で藤堂藩伊賀国侍大将藤堂良忠に仕え、この頃から
きたUらきぎん

京都の北村季吟に俳諮を学びました。この頃の芭蕉は俳号(俳諮を作る際
そうぽう

に用いる名前)に「宗房Jを用いていました。

23歳の時に主君良忠が亡くなると、武家奉公をやめ、兄方に身を寄せ
かんぶん せんLゅう

ていました。 1672(寛文 12)年、 29歳で初めての撰集 『貝おほひJを
うえのてんまんぐう ほうのう

上野天満宮に奉納し、俳譜師として生きる決意をして江戸へと向かいまし
えんぽう お お さ か に し や ま そ う い ん だ ん り ん は かん

た。 1675(延宝3)年、大阪の西山宗因(談林派俳譜の第一人者)を歓
とうせい

迎する句会に出席し、俳号を「宗房jより「桃青jに改めました。翌年、
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初めて厳iしていますが、以降計 12回帰郷したことが記録に残っていま
えん11う はいかいそうしょっ し

す。翌 1677(延宝5)年、俳諮宗匠(師匠)となり、 1680(延宝8)年
うつ りかひとかぶば Lょう

には深川の草庵に移り住みました。翌年、門人の李下より一株の百蕉(植物)
お〈 はんも

を贈られ、これが繁茂しました。やがて草庵を芭蕉庵と呼ぶようになりま

した。これにあわせて、俳号も「芭蕉jを使い始めるようになりました。
てんな

その後、 1684(天和4)年に 『野ざらし紀行Jの旅に出たのをはじめと
しまもうで おい こぶみ

して、 1687(員つ挙4)年には 『鹿島詣Jの旅と 『笈の小文Jの旅ヘ、翌
みち

年には 『益減免詩』の旅ヘ、さらにその翌年には 『おくのほそ道』の旅ヘ
こうてい の

と出かけています。この 5つの旅の全行程は、延べ約 4，800kmにもなり
げんろく

ます。 1694(元禄7)年には、 『おくのほそ道』の清書本が完成しました。

その年、伊賀に帰郷i後、大阪に行きましたが、そこで病に倒れ、ついに
や

10月12日lこをくなりました。死の4日前に口述筆記させた「旅に病んで
かれの めぐ

夢は枯野をかけ廻るjが最後の俳句となりました。

き手習のめあで
~ 

;ミえ是正は、高齢民主 という独自の俳諮を送笠し、俳句を芸梼と して高めた人

物として、世界的にも有名です。
めいく のこ

告費蕉は、日本各地へ旅に出カLILY、弘、ろな土地に名句吉残す去 ともJi、多くの

紀行文を書きました。「月日は百代の過客にして、行きかふ人も又旅人也(人生は

旅であリ、また旅は人生である)Jで始まる 『おくのはそ道』はとくに有名です。

芭蕉13、ち旅を通 じて自然や会聞を深〈見つめ、いつまでも変わらないも 況?中

にある価値を大切にしつつ、移 リ変わることの中から生まれて くる価値を重視す
ふえきりゅうこう

る(不易流行)という考えをもっに至ったとさ れています。

俳句は日本だけでなく世界にも iHaikuJ として広がり 、人々 に親しまれてい
でんとう

ます。俳句が人々に愛される理由について考え、日本の伝統や文化のよさについ

て話し合ってみましょう 。

また、芭蕉の作品を味わい、旅を通じて自然や人聞を深〈見つめ、俳句を芸術

として高めた芭蕉の人生について考えてみましょう。

m 



1 俳詣とはどのようなもので、しょうか。

2 日本をはじめ世界の人々に俳句が愛されている理由について考えてみましょう。

3 百蕉は、どのような思いで日本各地へ出かけ、名句や紀行文を残したのでしょうか。
せいぜん よ や かれの めぐ

4 百蕉が生前最後に誌んだ「旅に病んで夢は枯野を かけ廻るjは、どのよう

な意昧なのか考え、話し合ってみましょう。

5 百蕉はたくさんの句を残しています。それらの中から自分が気に入った句を選

び、その句の意昧や選んだ理由などについて発表してみましょう。

6 俳句を通じて日本の伝統や文化のよさについて考え、話し合ってみましょう。

園 |世界に広がる俳句

-.; Haiku in English -.;偽物ω ゐ k

育英語で芭蕉の俳句を昧わってみましょう。

The old pond; 
A frog jumps in， -

The sound of water. 
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I古池や蛙飛びこむ水の音j 町長に病んで夢は枯野を かけ廻るJ

F 
・日本語だけのものではなくなった俳句

可

おうしゅう

[E U (欧州連合)発]

海外初の俳句ポス トは、 ベルギーのブリユツセルにある駐EU (欧州連合)日本政府代表部の建
しゆっばん

物入り口に置かれています。ファン=ロ ンバイ欧州理事会議長は、 自ら俳句集を出版するほどの俳
あいこうか がい むしょっ そ〈しんじっし

句愛好家です。そこで、日本の外務省とEUは、「人的・ 文化的交流の促進」実施のため、毎年6

月にEU英語俳句コンテストを開催しています。
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[ニューヨーク発]
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アメリカのニューヨーク市では、 2011年 11月に、俳句と絵を使った交通標識が登場し、交通

安全を啓発する運動 ICurbside Haiku (カーブサイド ・ハイク)Jが始まりま した。 ニューヨー

ク市内にある文化施設付近で事故が多発している 12カ所と学校周辺道路を対象に、216枚のアー

ト標識が設置されました。そこには、英語だけでなく、スペイン語などで書かれた俳句もあり ます。

~ ~ 

まつおばしょう

俳句を芸術に高めた松尾芭蕉

旅から旅へ
め い く のこ き こう

芭蕉は、日本各地へ旅に出かけ、いろいろな土地に名句を残すとともに、多くの紀行文

を書きました。 「月日は百代の過客にして、行きかふ人も又旅人也Jで始まる有名な 『お
みち お い こ ぷ み さらしなき こう

くのほそ道』のほか、 『野ざらし紀行』、『笈の小文』、『更級紀行Jなどがあります。
げんろく

『おくのほそ道』は 1689(元禄 2)年に江戸(今の東京都)を出発 し、東北地方から北
りく ぎ 」、 ゃく

陸地方を回って、岐阜県までの、約 2.500kmにもなる 5か月間の旅で した。今のように
L人かんせん ひこ う き

新幹線や飛行機もなかった時代で、さぞたいへんな旅だったことで しょう。そのような旅

の中で芭蕉は右のような名句を残しています。

当時の旅は命がけでしたが 『おくのほそ道』の旅を

終えた百蕉が、ふるさとの伊賀に帰り、ふたたび江戸

にもどったのは 1691 (元禄 4)年のことで した。
とちゅヮ おおさか きか

その 3年後、芭蕉は旅の途中の大坂(今の大阪市)

で病気になり、 1694(元禄 7)年、 51歳で亡くなりま
ょ や かれの

した。亡くなる前に詠んだ 「旅に病んで 夢は枯野を

かけ廻るJ(旅の途中で病気になっても、夢の中では

草の枯れた野原を旅している。という意昧)という俳

句は、旅を愛 した芭蕉の人生を表していると思われま

す。

「わたしたちの伊賀市J(伊賀市教育委員会)、ほかから作成

間-~ l. えZA .. め
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